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   Aztreonam (AZT) (2 g daily) was intravenously administered for 5 to 7 days to 65 patients 
with complicated urinary tract infections (UTI). Ninety one organisms were isolated from these 
patients' urine. Among them 66 organisms were eliminated following AZT administration. The 
elimination rate for Gram negative organisms was 94.7% and that for Gram positive organisms 
was 33.3%. Thirty one organisms appeared newly by the replacement of organisms. Among them, 
12 organisms were E. faecalis. The efficacy rate of AZT in single infection and in mixed infection 
was 55.8% and 13.7%, respectively. The overall clinical efficacy rate of AZT in the present study 
was 41.5%. As side effects, skin rash and itching were observed in 3 patients and slight elevations 
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緒 言
Aztreonam(AZT)は米 国 ス クイブ社 で開 発 され
た 全 化 学 合 成 の 世 界 初 の モ ノバ クタ ム 系 抗生 物 質 で
Fig.1に示す 構 造 式 を も って い る.本 剤 は1987年3
月に 薬価 収 載 され.『 アザ クタ ム』 の商 品 名 で エ ーザ
イ株 式 会社 か らす でに 販売 され て い る.AZTは 単 環
β一ラ クタ ムを基 本骨 格 とす る特異 な 構 造 を 有 して い
る,本 剤 は,グ ラ ム陰 性菌 で あるPseudomouasaerugi-
nosa,Escherichiacoli,Proteussp.,Enterobactersp.,
,Serratian'aycescensなどに対 して強 い抗菌 力 を有 す る
が,グ ラ ム陽性 菌 お よび 嫌気 性菌 には 弱 い とい う特 徴
を もって い る.又,各 種 の細 菌 が 産生 す る β一iacta-
maseおよびDehydropeptidaseに極 め て安 定 で,
しか もそ の作 用 は殺 菌 的 で あ る.本 剤 は 静注 後 の血 中
半 減期 は1.6～2.0時間 で,体 内で は ほ とん ど代謝 を受
け ず に尿 中 に排 泄 され,そ の尿 中 回収 率 は投 与 後24時
間 までで 約60～80%を示 す,又,連 続 投与 に よる 蓄積
性 も認 め られ て いな い1-3).以上 の特 性 は グラ ム陰性
菌 を主 た る起 炎 菌 とす る尿 路感 染 症 に適 した薬 剤 で あ
る こ とを 示 してい る.そ こで,今 回 われ わ れは 複 雑轍
尿 路 感染 症 に対 し,AZTの 使 用 を試 み そ の有 用 性 と























































No.AgesQ(岨 謂 雛 邑、、,、。.,U・
WBC(urinaryacdimmt) Micro・organiem

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Table2.起炎 菌 とそ の消長
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Subtotal 6 9 12 25
Candidasp. 1 0 0 0







この 他Candidasp.が4株み られ た.グ ラ ム陽 性菌
ではE.faeculisが19株と大 部分 を 占め,次 い でS.
epidermidis,Streptococcussp.が4株つ つ を 占 め た.
又,グ ラム陰 性菌 では ぷmnrcescensが13株を 占め,
次 い でP沼 θγ卿 η05召,E.coliが,9株つ つを 占め た.
AZT投 与 に よる グラ ム陽 性菌 の消失 は10株(33.3%)
で,多 くの陽 性 菌 は存 続 した.な か で も,E.1セθ`α廊
は19株の うち18株がAZT投 与 後 も 存 在 した.こ れ
に対 し グ ラム陰 性菌 は57株の うち54株(94.7%)と,
そ の 起炎 菌 の 大 部分 に 消 失 が み られ た.な お グラ ム陰
性 菌 に お いて 菌 の 存 続 がみ られ た もの はFlaaobacte-
riumsp.とPseudomonassp.の2種み で あ った.
起 炎 菌 のAZTに 対 す る感 受 性試 験 をTable3に 示
す.グ ラム陽 性 菌 に対 して は5種,22株 に つ い て行 わ
れ て お り,グ ラ ム陰性 菌 に つ い ては17種,52株に つ い
て行 わ れ た.
感 受 性試 験(一)お よび(+)を 感 受 性 な しと判 定
し,又(十)お よび(柵)を 感 受性 あ りと判 定 した.
グ ラム陽 性菌 に おい て はAZTに 対 し感 受性 を有 し
た ものは み られ なか った が,グ ラ ム陰 性 菌 で は52株の
うち37株(71.2%)に 感 受 性 が み られ た.し か し
Acinetobactersp.やPseudomonassp.の一 部 に は 感 受
性 を有 しな い もの も存 在 した.
AZT投 与 後 に 新た に 出現 した菌 をTable4に 示
す.全 体 で は8種,31株 が み られ た.こ の うち グ ラ ム
陽性 菌 は25株とao.sを 占め た.な か で もE.jaeca-
lisは12株と グ ラム陽 性 菌 の うち48%を 占 めた.グ ラ
ム陰性 菌 に お い ては,新 た な 出現 菌 は 少 な く,わ ず か
にPseudomonnssp.,Flaanbacteriumsp.が2株つ つ と
GNRI株 が み られ た のみ で あ った.
皿.総 合臨 床 効 果
先 に述 べ た ご と く,本 症 例 の 多 くは カ テ ー テル 留置
例 で あ る こ とか ら,症 例 を 第1群 か ら第4群 まで の単
吉田,ほか:複雑性尿路感染症 ・AZT
Table5.単独菌感染群の菌の消長
























合 計12 1021 43
Table6.複数菌感染群の菌の消長





















合 計1 4 1722
独 菌感 染群 と,第5群 お よび第6群 の複 数 菌 感染 群 と
に大 別 し,総 合 臨床 効 果 の 検討 を 行 った.
臨床 効果 につ い てTable5,6に示 す 指 標 の1つ
であ る膿 尿 の推 移 に つ いて み る と,単 独菌 感 染 群43例
の うち,正 常化 は12例(27.9%)に,改 善 は10例
(23.3%)に,不変 は21例(48.8%)にみ られ た.一
方 複 数菌 感染 群 に お い ては,22症例 の うち,正 常 化 は
1例(4.5%)のみ で,改 善 例 は4例(18.2%),他 の
17例(77.3%)は不 変 で あ った.次 いで 細菌 尿の 推移
につ い てみ る と単 独 菌 感染 群 に お い ては 菌 陰性 化 は17
例(39.5%)Vim,菌交 代は18例(4i.s%)に,菌不 変
は8例(18.6%)に み られ た.又 複 数 菌 感染 群 に お い
て は,細 菌 尿 の 菌 陰 性 化 は2例(9.1%)で 菌 交 代
は5例(22.7%),他の15例(63.6%)は不 変 で あ っ
た.以 上 よ り総 合 臨 床 効果 を み る と,単 独 菌 感染 で は
著効8例(18.6%),有 効16例(37.?%0),無効19例
(44.2%)で,有効 率 は55,8%であ った.複 数菌 感 染
群V`おい て は著 効i例(4.6%),有 効2例(9.6%),
無 効19例(86.3%)で,有効 率 は13.7%であ った.以
上 を合 計 す る と全 体 と して 著 効 は9例(13.9%)に,
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